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１．研究の背景

近年、生活習慣病や癌などの様々な疾患の基礎にある「慢性炎症」（治らない炎症）が注目されているが、未だにそ
の特効薬は存在しない。一方、ヒトゲノム情報はすべて解読されたが、環境要因によって変化する「エピゲノム」（ゲノム
構造に対して後天的に形成される修飾パターン）の解析は始まったばかりであり、未知の治療標的が潜在する可能性
が高い。

２．研究の目標

「慢性炎症」状態の細胞の核内で「エピゲノム」を制御する未知因子を同定することによって、病因となる異常発生メカ
ニズムを明らかにすること。次にその異常を克服できる新しい方法を開発することによって、生活習慣病や癌に対する
新しい予防薬開発の礎を築くこと。

３．研究の特色

生活習慣病の新しい治療法開発を目指して細胞内での「炎症とエネルギー代謝のつながり」に注目し、その仕組み
の解明を目指していること。老化に関係するホルモンの未知の作用の存在を考えた上で、生化学的な解析とマウス解
析の両面からの総合的な検証を可能にしていること。

４．将来的に期待される効果や応用分野

「慢性炎症」の病態解明によって、生活習慣病を含めた多くの疾患の未知の病因が明らかにされ、「創薬分野」におけ
る疾患予防薬開発につながる。一方で老化を制御する未知ホルモン機能調節メカニズムを明らかにできれば、「健常
者の長寿促進」にも積極的に貢献できる。



エネルギー代謝と炎症について

Glucose 濃度で炎症抑制見られなくなる
というグラフと模式図 マクロファージ



制御因子取得による解析を行ってきた

Strategy 概要 精製から同定まで

生活習慣病を加える
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